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第６号議案第６号議案

広島県許可広島県許可

産業廃棄物処理施設の
用途に供する建築物の
増築及び用途変更について

（建築基準法第５１条ただし書許可）

産業廃棄物処理施設の
用途に供する建築物の
増築及び用途変更について

（建築基準法第５１条ただし書許可）

資料-６

住 所 ： 滋賀県湖南市石部口2丁目7番33号

氏 名 ： 喜楽鉱業株式会社

代表取締役 小宮山 茂幸

会社概要 ： 産業廃棄物収集運搬業及び中間処理業

広島県山県郡北広島町大字新氏神71番1，71番2

72番1，72番2，73番，74番

申請者

概要

申請位置

スライド１
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顧客の産業廃棄物処理需要の増加に対応するた
め焼却施設（第２号炉）の増設を行う。

申請理由

①

スライド２

産業廃棄物の処理施設

焼却施設 施設項目 １日当たりの
現在の
処理能力

１日当たりの

増築・用途変更
後の処理能力

３号ロ 汚泥の焼却施設 96.133㎥ 192.266㎥

５号ロ 廃油の焼却施設 66.145㎥ 132.29㎥

８号イ 廃プラスチックの焼却施設 34.968ｔ 69.936ｔ

１３の２号 その他産業廃棄物の
焼却施設

283.680ｔ 593.016ｔ

油水分離施設 ４号 廃油油水分離施設 64㎥ 256㎥
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油系廃棄物処理量実績（トン）

油系廃棄物処理量実績

（トン）

スライド３
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焼却施設（第１号炉）の処理工程の一部である油水
分離施設から抽出される分離抽出物の一部を，場
外の事業所へ販売するための利用形態の変更を
行う。

申請理由

②
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（再生）

搬入された廃油の量（ｔ）

（再生に適さず焼却）

搬入された廃油の量（ｔ）

（合計）

スライド４

非線引都市計画区域 工業地域

４３，５３９．１１㎡

申請概要

（１）都市計画

（２）敷地面積

（３）建築物の概要

（建蔽率６０％，容積率２００％）

既存部分 申請部分 合計

建築面積 4510.47 （増築）864.05
（用途変更）1001.8

5374.52
（建蔽率12.3％）

延べ面積 6178.72 （増築）919.31
（用途変更）1000.8

7098.03
（容積率16.3％）

スライド５

（単位：㎡）
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申請概要

用 途 ： 産業廃棄物処理施設

施設の種類 ： 焼却施設（増築），油水分離施設（用途変更）

（４）処理施設の概要

焼却施設 ：(汚泥) 96.133㎥/日

(廃油) 66.145㎥/日

(廃プラスチック) 34.968ｔ/日

(その他) 309.336ｔ/日

油水分離施設： 192㎥/日

（５）処理施設の能力

機械
廃棄物の
種類

１日当たりの処理能力
(現状)

１日当たりの処理能力
(増築・用途変更後)

焼却施設
(流動床式焼却炉)
(ドラム缶炉)

汚泥 ９６㎥ １９２㎥

廃油 ６６㎥ １３２㎥

廃プラス
チック類

３５ｔ ７０ｔ

その他 ２８４ｔ ５９３ｔ

油水分離施設
（デカンタ）

廃油 ６４㎥ ２５６㎥

スライド６

建築基準法施行令 第１３０条の２の２(抜粋)

法第５１条本文(中略)の政令で定める処理施設は，次に掲げるものと
する。
二 次に掲げる処理施設(中略)
イ 廃棄物処理法施行令第７条第１号から第１３号の２まで

に掲げる産業廃棄物の処理施設

建築基準法第５１条が適用される処理施設

廃棄物処理法施行令 第７条（抜粋）

建築基準法の取扱い

法第１５条第１項の政令で定める産業廃棄物の処理施設

焼却施設 施設項目 １日当たりの
対象施設の
処理能力

１日当たりの
増築・用途変更後
の処理能力

３号ロ 汚泥の焼却施設 ４．３６㎥ １９２.２６６㎥

５号ロ 廃油の焼却施設 ５．３３㎥ １３２．２９㎥

８号イ 廃プラスチックの焼却施設 ０．１ｔ ６９．９３６ｔ

１３の２号 その他産業廃棄物の
焼却施設

４．８ｔ ５９３．０１６ｔ

油水分離施設 ４号 廃油油水分離施設 １０㎥ ２５６㎥

スライド７
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審査項目 審査内容 

１.施設位置の妥当性 
・用途地域 

・搬出入ルート，道路状況 

２.周辺の土地利用状況 
・学校，病院等までの距離 

・住居系用途地域までの距離 

３.施設計画と環境保全対策 

・施設の種類，処理内容・手順 

・廃棄物処理法の許可 

・生活環境影響調査 

４.地域における周知・合意形成 
・地元住民・自治会の合意状況 

・関係市町の意見 

許可における審査項目

スライド８

審査項目 審査内容 

１.施設位置の妥当性 
・用途地域 

・搬出入ルート，道路状況 

２.周辺の土地利用状況 
・学校，病院等までの距離 

・住居系用途地域までの距離 

３.施設計画と環境保全対策 

・施設の種類，処理内容・手順 

・廃棄物処理法の許可 

・生活環境影響調査 

４.地域における周知・合意形成 
・地元住民・自治会の合意状況 

・関係市町の意見 

許可における審査項目

スライド９
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Ｎ

敷地の用途地域

位置図

千代田ＩＣ

中国自動車道

中国自動車道
申請地

スライド10

敷地の用途地域

位置図
Ｎ

申 請 地

工 業 地 域

スライド11
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申請地

中国自動車道

県道 浜田八重可部線

千代田ＩＣ

Ｎ

Ｎ

搬出入ルート，道路状況

交通量

町道 新氏神線１号線

国土地理院の電子地形図（タイル）に搬入経路を追記して掲載 スライド12

審査項目 審査内容 

１.施設位置の妥当性 
・用途地域 

・搬出入ルート，道路状況 

２.周辺の土地利用状況 
・学校，病院等までの距離 

・住居系用途地域までの距離 

３.施設計画と環境保全対策 

・施設の種類，処理内容・手順 

・廃棄物処理法の許可 

・生活環境影響調査 

４.地域における周知・合意形成 
・地元住民・自治会の合意状況 

・関係市町の意見 

許可における審査項目

スライド13
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周辺状況案内図

中 国 自 動 車 道

申請地

小学校

約１．３ｋｍ

老人福祉施設

約１．３ｋｍ

病院

約１．４ｋｍ

保育所

約１．９ｋｍ

千代田ＩＣ

約２．８ｋｍ

学校・病院等までの距離
Ｎ

スライド14

住居系用途地域までの距離

付近見取り図

Ｎ

申 請 地

工 業 地 域

住居地域まで約１．３ｋｍ

直近の住宅まで約４６０ｍ

スライド15
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航空写真
Ｎ

工 業 地 域

申請地

緑地帯

国土地理院撮影の空中写真（2013年撮影） スライド16

住居系用途地域までの距離

審査項目 審査内容 

１.施設位置の妥当性 
・用途地域 

・搬出入ルート，道路状況 

２.周辺の土地利用状況 
・学校，病院等までの距離 

・住居系用途地域までの距離 

３.施設計画と環境保全対策 

・施設の種類，処理内容・手順 

・廃棄物処理法の許可 

・生活環境影響調査 

４.地域における周知・合意形成 
・地元住民・自治会の合意状況 

・関係市町の意見 

許可における審査項目

スライド17
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Ｎ施設の種類，処理内容・手順

配置図

焼 却 施 設

( ２ 号 炉 )

（ 新 設 ）油水分離施設

（用途変更）

車両

出入口

焼 却 施 設

( １ 号 炉 )

（ 既 存 ）

町道新氏神１号線
（幅員１３ｍ）車両

出入口 スライド18

廃油
廃アルカリ
廃酸 汚泥 廃プラスチック類 特別管理
汚泥 ばいじん 木くず 産業廃棄物

煙突

焼却施設 （無害化、減量・減容化）

ばいじん

ばいじん
鉱さい ばいじん 燃え殻

最終処分場に排出

破砕施設

（焼却しやすいように

大きさを揃える）

焼却（１号焼却炉）

＜凡例＞

処理物名 処理物の流れ

処理名、機器 排ガス

燃え殻、ばいじん 燃え殻、ばいじん

焼却（２号焼却炉）

処 理 フ ロ ー 概 略 図

セメント工場の

補助燃料や冷

却水として有

効利用

コンクリート二

次製品製造又

は委託し路盤

材化

油水分離施設

（デカンタで性状別に分離）

溶融施設

（高温で溶かす）

排ガス無害化装置

安定化処理

焼却施設

(２号炉)

（新設）

油水分離施設

（用途変更）

処理フロー図

スライド19

① ②

③

④

施設の種類，処理内容・手順
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１階平面図（２号焼却施設）

タービン室

焼却炉室

焼却炉
廃 棄 物

スライド20

施設の種類，処理内容・手順

２階平面図（２号焼却施設）

電気室 休憩室

焼却炉

スライド21

施設の種類，処理内容・手順
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１階平面図（油水分離施設）

油水分離施設

スライド22

施設の種類，処理内容・手順

当該施設の設置について特段の支障は認められない。

廃棄物処理法の許可

環境保全対策

生活環境影響調査項目

焼却施設 大気質

騒音

振動

悪臭

土壌汚染

油水分離施設 騒音

振動

悪臭
スライド23
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環境保全対策

項目 環境基準 予測結果

大 気 質 煙突排ガスに
よる影響

二酸化硫黄 0.04 ppm
窒素酸化物 0.04～0.06 ppm
(環境基本法)

＞
＞

0.009 ppm
0.006 ppm

騒 音 施設の稼働に
よる影響

昼間 55 ｄＢ
夜間 45 ｄＢ
(環境基本法)

＞
＞
昼間 48.1 ｄＢ
夜間 41.5 ｄＢ

振 動 施設の稼働に
よる影響

昼間 60ｄＢ
夜間 55ｄＢ
(振動規制法)

＞
＞
昼間 30.1 ｄＢ
夜間 30.1 ｄＢ

悪 臭 施設からの悪臭
漏洩

アンモニア 1.0
臭気指数 15
(悪臭防止法)

＞
＞

0.00668ppm
10未満

土壌汚染 煙突排ガスに
よる影響

ダイオキシン類 0.6 ＞ 0.024

焼却施設

生活環境影響調査

スライド24

各生活環境影響調査項目は基準値以下となっている。

環境保全対策

項目 環境基準 予測結果

騒 音 施設の稼働に
よる影響

昼間 55 ｄＢ
夜間 45 ｄＢ
(環境基本法)

＞
＞
昼間 48 ｄＢ
夜間 41 ｄＢ

振 動 施設の稼働に
よる影響

昼間 60ｄＢ
夜間 55ｄＢ
(振動規制法)

＞
＞
昼間 30 ｄＢ未満
夜間 30 ｄＢ未満

悪 臭 施設からの悪臭
漏洩

アンモニア 1.0
臭気指数 10
(悪臭防止法)

＞
＞

0.1ppm以下
10未満

油水分離施設

生活環境影響調査

スライド25
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審査項目 審査内容 

１.施設位置の妥当性 
・用途地域 

・搬出入ルート，道路状況 

２.周辺の土地利用状況 
・学校，病院等までの距離 

・住居系用途地域までの距離 

３.施設計画と環境保全対策 

・施設の種類，処理内容・手順 

・廃棄物処理法の許可 

・生活環境影響調査 

４.地域における周知・合意形成 
・地元住民・自治会の合意状況 

・関係市町の意見 

許可における審査項目

スライド26

（喜楽鉱業からの回答待ち）

地元住民・自治会の合意状況

生活環境影響調査結果説明会意見

平成３０年１０月２５日及び平成３０年１１月６日の地元説明会

における意見

・ 生活環境への影響について

・ 処理施設の維持管理について

・ 事故の防止方法（危機管理マニュアル）について

・ 情報開示について

スライド27
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関係市町の意見

北広島町の意見

過去に同様の許可申請手続きを経て工場の新

築をしており，今回は事業拡大による工場の増築

及び用途変更である。

町としては建築基準法第５１条ただし書の適用に

特に問題は無いと考える。

スライド28

上記，審査項目を総合的に検討した結果，敷地の位置
は，都市計画上支障が無いと認められる

県の総合的意見

支障なし

審査項目 審査内容 

１.施設位置の妥当性 
・用途地域 

・搬出入ルート 

２.周辺の土地利用状況 
・学校，病院等までの距離 

・住居系用途地域までの距離 

３.施設計画と環境保全対策 

・施設の種類・規模，処理内容・手順 

・廃棄物処理法の許可 

・生活環境影響調査 

４.地域における周知・合意形成 
・地元住民・自治会の合意状況 

・関係市町の意見 

スライド29
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ＥＮＤ

スライド30


